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多角形墓室の構造と変遷

はじめに

　唐末から元代は、９世紀末頃から14世紀中頃の時期にあたる。東アジア全域に強大な影響力を

誇った唐は907年に滅亡し、中国は群雄割拠の局面となった。中原地域では主に５つの短命な王

朝（五代：後梁、後唐、後晋、後漢、後周）が続き、南方地域ではいくつかの小国が乱立した（十

国）。そして河北省・山西省北部より北では、契丹族が中原地域の混乱に乗じて遼王朝を建立した。

中原・南方地域はやがて後周を継いだ宋によって統一され、北方の遼と相対した。12世紀にはい

ると、東北地域にいた女真族が南下して金を建て、遼を滅ぼして宋も淮河以南へと追いやった。

13世紀には、モンゴル高原から南下したモンゴル族による元朝が成立し、金・宋ともに吞み込み、

再び中国全土を統一した。唐末～元代は、漢民族と契丹族・女真族・モンゴル族など様々な民族

が入り混じり、様々な文化の接触が発生した時期である。また唐から宋へと移り変わる際の社会

的な変容の結果、経済が発達し裕福な平民が出現し、台頭した時期でもあった（秦大樹 2005）。

　本稿で分析の対象とするのは、この時期に築造された多角形の墓室である。中国の塼室墓、石

室墓など、墓内に一定の空間を持つ「室墓」は後漢の時期に登場した。主たる墓室（主室）と墓

室に至る通廊からなる単室墓、および主室の他にも複数の墓室をもつ多室墓がある。その平面形

は方形にはじまり、唐代の河北省・遼寧省などで円形のもの、そして唐末五代に多角形のものが

出現した。多角形墓室の出現と連動するように、仏塔もまた唐代までは方形の仏塔が造られてい

たが、遼・五代以降は多角形の仏塔が出現し盛行した。唐末～元にかけての時期に「構造物を多

角形に造る」という行為が広く浸透した背景に、何らかの社会的・思想的な変化が想定しうる。

その背景を紐解いていくためには、各種の多角形構造物を通時的に分析し、相互に比較していく

必要がある。本稿ではそのひとつとして発掘報告数の多い墓室を対象にすえ、今後のより広範な

比較研究のための基礎的な分析を行った。唐末から元までの各時代における墓室の構造を整理し、

その通時的な変遷を明らかにする。

　なお、本稿では発掘報告の墓の名称に含まれている場合のみ「磚」表記を用い、その他の場合

は「塼」表記を用いる。

多角形墓室の構造と変遷
── 唐末から元代を中心に ──

呉　　　心　怡

早稲田大学大学院文学研究科紀要 第70輯（2025年3月）
Bulletin of the Graduate School of Letters, Arts and Sciences of Waseda University Vol.70 (Mar.2025)



556

１．研究史と課題

１－１．唐末～五代十国

　唐末を含む五代十国の時期（９世紀末～北宋の成立まで）の墓制については、崔世平による北

方地域（五代の諸王朝と北漢）と南方地域（北漢以外の十国）双方の墓を分析した体系的な研究

がある。

　崔世平は唐代の河北地域の墓制で成立した要素を「河北因素」と呼び、この「河北因素」が宋・

遼、そして金や元にも影響を与えたとしている（崔世平 2022）。多角形墓室については、河北省

唐山市徒河水庫晩唐墓群（河北省文管会 1958）で発掘された六角形の塼室墓・石室墓、および

河北省張家口市宣化区で発掘された楊釼墓と張宗慶墓（張家口市宣化区文物保管所 2008a）を根

拠に、多角形の室墓は唐末の河北地域で成立したものであり、河北地域の五代・宋・遼墓に受け

継がれ、また山西省など河北以外の地域へと広まったとした（崔世平 2022）。多角形墓室は遼・

北宋後期の11世紀中頃から急増するため、遼と北宋の時期に登場したと考えられていたが、唐末

の河北地域に既に存在していたという点は、多角形墓室の登場と広まりを考えるうえで重要な指

摘である。

１－２．遼

　遼では多角形墓室が多く発見されており、唐末の事例が公表される以前は、遼・北宋で多角形

墓室が出現したと一般に考えられていた。その流行の時期、および他地域への波及の仕方につい

て議論がなされている。

　遼墓の研究において多角形墓室は、円形、方形に並ぶ墓の平面形分類のうちの一つとされる（董

新林 2004）。多角形墓室の登場に遼墓の画期を見出す研究も多く、11世紀初めに長城以北・以南

の地域に出現し、円形の墓室に変わって流行したとされる（今野 2003、秦大樹 2004、董新林 

2004、黄小鈺 2019）。流行の時期については、初め契丹大型墓で出現し、11世紀後半に入ってか

ら中小型墓で造られるようになったという、墓の規模（＝被葬者の階層）による時間差が存在す

るという指摘もある（李逸友 1991、劉未 2016）。

　また、林棟は複数の墓室から構成される多室墓の平面形状について主室、側室の形状と数量に

基づいた分類を行っており、多角形墓室の側室もまた八角形と六角形のものが多い点を述べてい

る（林棟 2019）。

１－２．宋

　宋は北宋と南宋に分かれるが、多角形墓室が発見されているのは長江以北の中原・北方地域の

みのため、いずれも北宋時期の墓となる。北宋もまた一定数の報告事例があるため、墓室の構造
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や被葬者像、動態について研究がなされている。北宋においても遼と同様に11世紀以降に流行し

たとされる点は特に重要である。

　宋（北宋）において建国初期から用いられていたのは方形・円形の墓室であり、多角形墓室は

11世紀の第３四半期頃に出現し、呼応するように斗栱などの組物を模した塼造の装飾部材、墓主

の生前の室内における日常生活や墓主人図像、二十四孝などの壁画や塼彫も複雑で華やかになっ

ていくとされている（陳朝雲 1994、秦大樹 2004、楊遠 2007）。

　また、張保卿は、河南省中北部、河北省邯鄲市以南の宋墓を対象に、墓制における階層性につ

いて検討を行い、多角形墓室の多くは北宋中晩期の平民墓に方形とともに採用され、特に後期に

流行したとする。主室のサイズについては北宋皇室の親王および一品官人の墓室の直径は５m

より大きく、正四品以下は４mより地位小さく、平民墓は一般に3.5m を超えないなど、階層に

よる墓室規模の規制についても指摘している（張保卿 2019）。

１－３．金

　金は女真族による王朝であり、女真族と漢民族の墓制の違いについて、早くから研究が行われ

ていた。女真族は石材で構築した石槨墓を多用し、多角形墓室を含む塼室墓は領域内に暮らす漢

民族、契丹族のものとされ（劉暁東ほか 1997、董新林 2014）、そのため女真族が多く居住する

北方地域では発見例が少ない点が指摘されている（丁利娜 2009）。多角形墓室のうち、八角形墓

室は河北、山西、河南にみられ、墓門は門楼式で墓の頂部は穹窿式のものと八角攅尖式のものが

あること、六角形墓室は河北、山西、山東にあり、墓門は門楼式と券門式の双方がみられ、多く

は持ち送り攅尖頂を持つなど、構造的な特徴が整理されている（陳相偉 1997）。被葬者像につい

ては、裕福な商人や地主が多く、墓内の壁面の装飾は被葬者の経済状況に比例するとされる（秦

大樹 1997）。また、かつて遼の支配下にあった燕雲地域の八角形墓室については、金建国初期は

遼墓の伝統を受け継いで築造されるものの、12世紀半ば以降から13世紀にかけては方形単室石墓

や円形洞室墓、土坑石槨墓などが増えたために減少し、13世紀以降に再び築造されるようになる

との見解が示されている（盧青峰 2008）。

１－４．元

　元は金と南宋を滅ぼし、北方地域、中原地域、南方地域の全てを統治下においた。この時期の

多角形墓室は山西地域で多く発見され、その他の地域ではあまり見られない。

　秦大樹は、元墓の全体像について北方地域（長江以北）は金代からの変動がみられる一方で、

南方地域（長江以南）は南宋の墓制を引き継いでおり、前時代からの変化が少ない点を指摘した

（秦大樹 2004）。そのなかで多角形墓室についても言及しており、元の前期では金墓の影響が残り、

円形・方形と並んで壁面の装飾の乏しい簡素な多角形墓室が造られ、後期になるとさらに墓室の
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簡素化が進み、見られなくなっていくとしている。

　元代においても金代と同様に、元初から多角形墓室が存在し、数量は減少しながらも山西省を

中心に継続的に構築されている様子がうかがえる。

１－６．研究の課題と本稿の目的

　多角形墓室はいずれの時期の研究においても一定程度の注目がなされており、唐末五代に登場

して遼・宋（北宋）で流行し、金代に墓室壁面の装飾などが華美になっていき、元代で簡素化す

るといった大まかな流れが想定できる。しかしながら、各時期・地域における多角形墓室の有無、

および華美か簡素かという２つの視点でのみ語られ、墓室の分類もまた十角形、八角形や六角形

という平面形の分類に留まっている。また研究が時代ごとに分かれており、通時的な変化を充分

に把握できていない状態にある。「どのような平面・立面形状のものが、どの時期に造られてい

たのか」という基礎的な点をまずは整理する必要がある。

　本稿では、唐末から元にかけての多角形墓室を悉皆的に収集し、主たる墓室（主室）の各部位

の法量を抽出・計測した。各時期の墓室の立面の細かな構造を合わせて検討することで、従来よ

りも詳細な構造と変遷を明らかにし、多角形墓室の全体像を描き出すことを目的とする。

２．分析の方法と対象

２－１．分析の方法

　本稿では塼室墓・石室墓などの室墓のうち、主たる墓室が多角形のものを扱う。なお、複数の

墓室をもつ多室墓で全ての墓室が多角形の場合があるが、本稿では主室のみを分析対象とした。

立面形状の分析を行うため、主室の壁部が残存しているものを中心とし、平面形状のみ判明して

いるものを補助的に用いる。

　立面的な形状については、主室の規模の如何に関わらず比較が可能となるように、まず主室の

壁部の高さと奥行・横幅の比率、および主室全体の高さと奥行との比率を計算し、奥行・横幅の

長さをそれぞれ１とした際の壁部の高さを算出した。

　「壁部の高さ÷奥行・横幅＞0.50」の場合は、「主室の壁部の高さが奥行・横幅の長さの1/2よ

り大きい」ことを示し、これを「A」とした。反対に「≦0.50」の場合は、「主室の壁部の高さが

奥行・横幅の長さの1/2以下」であり、「B」とした。主室の平面形状によっては奥行と横幅の長

さに差異が生じるため、奥行・横幅の双方で同様の計算を行い、どちらか一方の値が「≦0.50」

であれば、「B」とした。

　また主室全体の高さと奥行についても比率を計算した。「主室全体の高さ（全高）÷奥行＞１」

の場合は、主室全体の高さが奥行より大きく、主室の立面形状として細長く、上方向の空間が広

い。「≦１」の場合は、主室全体の高さが奥行より小さく、主室の立面形状として太低く、横方
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向の空間が広くなる。

　次に立面の一要素として、塼造の組物部材に着目した。中国の発掘報告では「倣木構」と呼ば

れる、木造建築を模した墓内の装飾部材である。主な部位としては柱、梁、組物・中備、軒、屋

根などがあり、本稿では壁部と頂部の境に配される組物から屋根にかけての部分（本稿では「組

物部材」と呼ぶ）ついて、部材の有無、位置、全体の高さに占める割合を整理した。

　また、平面的な形状については、構造の特徴によって、主室の入り口にあたる面の墓壁を構築

し、墓壁に甬道が接続する「平面形状 a」、および主室の入口にあたる面の墓壁を構築せず、入

口の左右壁が直接甬道に接続する「平面形状 b」の２種類に分類した。

　主室には「塼彫」による装飾や壁画が描かれている場合がある。「塼彫」とは、塼を加工して

立体的に図像を表したものであり、型抜きした塼に彫刻で仕上げ加工を施しているものが多い。

図１－２の③に示した６つのパターン、「（i）墓道、天井、甬道などに出行図、奏楽、門吏、侍

従など」、および主室内の奥壁の内容をもとに「（ii）奥壁が門」「（iii）奥壁が婦人啓門」「（iv）

奥壁が墓主夫婦」「（v）奥壁が山水、花鳥」「（vi）奥壁が寝室」に分けた。

２－２．分析の対象

　本稿で分析の対象とするのは、唐末五代、遼、宋、金、元の領域内で造られた多角形の墓室で

あり、考古学系の雑誌に掲載された発掘簡報や発掘報告書より唐～元を合わせて200例を収集した。

図１－１　唐末～元の多角形の主室の分類項目
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　唐末は河北省に４例、遼は内蒙古自治区、遼寧省、河北省、山西省に94例、宋は河北省、河南

省、山西省、江蘇省、湖北省に30例、金は内蒙古自治区、遼寧省、山西省、河南省、陝西省に41

例、元は内蒙古自治区、河北省、山西省、河南省、陝西省に31例となっている。なお、宋の多角

形墓室は長江以北の地域で見つかっており、時期は全て北宋となる。各例の詳細なデータについ

ては表１にまとめ、本稿の最後に付した。

３．各時期の多角形墓室の分析

３－１．唐末五代の多角形墓室

　唐末から五代にかけての多角形墓室は報告例が少なく、河北省の張家口市宣化地区に２例（張

家口市宣化区文物保管所 2008）、唐山市に２例（河北省文管会 1958）の４例となっている。こ

のうち張慶宗墓は乾符四年（877年）、楊釼墓は乾符六年（879年）と墓誌を伴っており、被葬者

が唐末に亡くなったことがわかる。

　張慶宗墓のみ平面形が八角形であり、他はいずれも六角形である。唐山市徒河水庫劉荘第７号

磚墓はやや横長の六角形、唐山市徒河水庫劉荘第３号石墓は縦長の六角形となっている。

　張慶宗墓と楊釼墓は主室の奥行が４mほどであり、やや大型の墓室となっている。両者とも

に頂部は崩落しているものの、壁部が一部残存しており、組物から屋根部分にかけての倣木造建

築部材（以下、組物部材）が造りつけられている。壁面の装飾には門、窓、椅子、灯檠、衣架な

どのモチーフが採用されており、楊釼墓では奥壁に塼彫で門があしらわれている。

図１－２　唐末～元の多角形の主室の分類項目
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　唐山市徒河水庫劉荘第７号磚墓は壁部がほぼ完存しており、壁高を１としたときの奥行は0.53、

横幅は0.42であった。総合的にみると、この主室は「B.壁部の高さが奥行・横幅の長さの1/2以下」

のタイプとなる。

　唐末五代の時期は多角形墓室の事例が極めて少ないが、唐末の時期には既に正八角形、正六角

形に近しい端正な形状の奥行４m級の多角形墓室が出現しており、また一方で形が崩れたもの

も存在する。立面形状としては、壁部の高さが奥行・横幅の1/2以下と低めであり、壁部に組物

部材をもつ。主室奥壁の図像は門が描かれる。

３－２．遼代の多角形墓室

　遼代の多角形墓室は94例が報告されており、八角形が69例、六角形が23例、十角形が２例で、

八角形墓室が最も多い。主室の奥行が９mや８mほどの大型のものは皇帝の陵墓である慶中陵、

慶西陵のものに限られ、その他は６m級～１m級まで幅広く分布する。なかでも八角形墓室は

４m～３m級、六角形墓室は２m級に集中している。

　八角形の主室の69例のうち、壁部以上が残存しているのは52例である。これらについて、主室

壁高と主室奥行・横幅の比率を計算し、立体的な形状に基づいて分類した。

　「A. 主室壁高が主室奥行・横幅の1/2より大きい」ものは４例あり、このうち詳細な記載や図

面があった２例はいずれも壁部に塼造の組物部材を有するタイプ（I-1）であった。例として示

した宣化遼墓M６（河北省文物研究所 2001）は、北宋との国境近くの河北省宣化地域に位置し

ており、墓誌から漢民族の裕福な平民であることが判明している。

　他方、「B. 主室壁高が主室奥壁または横幅の1/2以下」は48例ある。組物部材を持つのは（I-1）

遼寧凌海市鄭家窩鋪遼代画像石墓M３、（I-2）寧城県埋王溝遼代墓地M１の各１例ずつである。

遼寧凌海市鄭家窩鋪遼代画像石墓M３は石板を組み合わせて構築された画像石墓であり、組物

部材は八つの角に配置される石柱と一体に造られ、大斗のみの極めて簡素なものとなっている。

寧城県埋王溝遼代墓地M1は塼室墓で、墓室の壁部から頂部へ切り替わる位置から組物部材を配

しはじめ、大部分を頂部に組み込んでいる。柱は壁画で描かれており、組物部材のみ塼造であっ

た。宣化遼墓M６と比較すると、斗栱の造型がやや粗雑である。

　B類の大多数は塼造の組物部材を持たない（II）であり、内蒙古自治区と遼寧省に46例ある。

このうち、平面形の特徴からある程度まとまった数の平面形状 b（以下、b）タイプが見いだせた。

（b）は墓室入口の墓壁部分を構築せず、入口左右の壁が直接甬道に連結するもので、遼の八角

形墓室に多くみられる構造である。この地域の墓室に特徴的な構造物として、墓壁と隙間なく構

築されて室内を覆う木槨がある。この木槨が墓室から甬道まで一体的に造られるようになるにつ

れて、塼造の墓壁部の構造も各部位を省略するようになっていき、墓全体が一体的に構築される

ようになる過程で（b）が生まれたと考える。遼の皇帝陵で八角形の主室をもつ慶中陵は（a）、
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慶西陵は（b）となっており、慶中陵が慶西陵に先んじて築造された可能性が極めて高い（田村・

小林 1952）ことからも、（b）が新しく登場したことがうかがえる。また遼寧朝陽市水泉遼墓は

墓誌により年代が判明しているが、M10（1097年）は（b）であるのに対し、ほぼ同時期に造ら

れたM１（1099年）は（a）であることから、（a）もまた新しい時期まで継続して造られており、

（a）と（b）は共存していたことが分かる。

　六角形の主室の23例のうち、壁部以上が残存しているのは17例であり、主室に対して壁部の高

さが1/2より大きいA類は８例、1/2以下の B類は９例ある。

　A類のうち組物部材をもつ（I-1）は５例あり、いずれも河北省に位置する。残りの組物部材

をもたない４例の（II）は内蒙古自治区にある。やや特殊な例として敖漢旗范仗子遼墓M101（内

蒙古自治区文物工作隊1984）があり、地中に横穴を穿つ土洞室墓となっている。壁高と奥行・横

幅の比率が「1：0.89」と極端な数値になっているが、塼や石という建材の制約がないために生

まれた形状と考える。

　B類はほとんどが塼彫の組物部材を持たない（II）であり、内蒙古敖漢旗皮匠溝１号墓（内蒙

古赤峰市敖漢旗博物館 1998）のみ壁部に組物部材を配している。この例は主室の壁部が奥行に

比して極めて低く、河北地域に分布する組物部材をもつ墓とは形状が大きく異なっており、内蒙

古地域、遼寧地域に多くみられる立面形状と、河北地域にみられる倣木造建築部材が融合した構

造をしている。

　十角形の主室は２例あり、耶律弘世墓と遼寧朝陽市水泉遼墓M２である。いずれも墓室の崩

落が激しく、立面形状の分析はほぼ行うことが出来なかった。耶律弘世墓は慶陵の陪葬墓であり、

被葬者の耶律弘世は興宗の子にあたる。墓の主室は奥行６m級と皇帝陵に次いで大きい。遼寧

朝陽市水泉遼墓群は北漢（五代十国時代に山西省北部を支配していた小国）の皇族の末裔である

劉氏一族の墓地であり、M２のほかに八角形墓室のM１、M10が報告されている。M２は B類

の平面形（a）であり、主室規模は３m級で他２基と比較して僅かに小さい。十角形墓室は平面

の形状が整っており、同時期には八角形墓室も多く造られていて、技術的な要因から十角形に

なったとは考え難い。特に耶律弘世墓は陪葬墓としての墓の位置も慶東陵（平面形は円形）、慶

中陵（平面形は八角形）という２つの皇帝陵の中間に造られていることから、円形と八角形を併

せ持った形状として十角形をあえて選択した可能性が想定しうる。

　主室全体の立面形状をみると、主室が完存している43例のうち「主室の高さ＞主室の奥行」は

２例、「主室の高さ≦主室の奥行」は41例となった。割合として、主室の高さが奥行の長さより

小さいものが大多数であり、墓室の空間として、床面は広く造られながらも全体の高さは抑えら

れている傾向がある。

　主室の壁面装飾については、壁画を有する墓が27基あり、奥壁（i）～（v）のパターンがみら

れた。傾向としては、内蒙古や遼寧に位置するやや大型の多角形墓室は主室で壁画が発見されて
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おらず、（i）の墓道から甬道にかけて出行図、門吏、侍従などを描くものが多くみられた。これ

らは実際に車列を組んで外出する機会を有する契丹の貴族や官人のものと推測される。一方で小

型墓は奥壁に（iv）墓主人夫婦を配するのが１例、（ii）門や（iii）婦人啓門（半開きの門から半

身を出した女性の図像）が３例、（v）山水・花鳥などが６例であった。

３－３．宋代の多角形墓室

　宋の多角形墓室の30例はいずれも長江以北の地域に位置しており、時期的にはすべて北宋のも

のとなる。30例のうち、平面形状が八角形のものは21例、六角形は９例であり、主室の規模は

３m級以下の小型墓に限られる。両者ともに２m級の例が最も多い。

　八角形の主室21例で壁部が残存しているものは20例、そのうち「A. 主室壁高が主室奥行・横

幅の1/2より大きい」ものは17例、「B. 主室壁高が主室奥行・横幅の1/2以下」は３例とAの方が

圧倒的に多く、遼の立面形状の傾向とは真反対となっている。

　「A. 主室壁高が主室奥行または横幅の1/2より大きい」で（II）組物部材をもたないのは河南省

に位置する登封王上壁画墓の１例のみである。この墓は宋墓のなかでも特殊な壁画で室内が装飾

されており、「升仙図」、「論道図」、「鶴と祥雲」など道教的なモチーフが多くみられる（鄭州市

文物工作隊 1994）。その他の16例は全て（I）組物部材を有するタイプであるが、組物部材の位

置によって、（I-1）壁部に組物部材、（I-2）頂部に組物部材の２種類に細分できる。

　（I-1）は９例、（I-2）は７例と、ほぼ同じ比率で北宋の域内に出現している。傾向として、（I-2）

の方が主室の高さに占める組物部材の割合が大きい点があげられる。特に組物部材が30％を占め

るものは全て、頂部に配置されている。宋の多角形墓室は大多数が壁面に壁画や塼彫などの装飾

を行っており、壁部は図像と組物部材の空間の取り合いとなる。そのため、組物部材を頂部に移

すことで、壁部の図像も組物部材も大きい面積で構成できるためと推測する。

　「B. 主室壁高が主室奥行・横幅の1/2以下」は３例のみであり、（I-1）、（I-2）、および（II）が

１例ずつとなっている。（II）の山西忻県北宋墓（馮文海 1958）は北宋の官人の墓であり、平民

墓が多いとされる北宋の多角形墓室では珍しい事例である。八角形という形状は採用したものの、

官人の墓の規定（張保卿 2020）に従って、組物部材等の装飾要素はもたない簡素な墓を築造し

たのがうかがえる。

　六角形の主室９例は壁部がある程度残っており、いずれも組物部材を有する。このうち５例が

A類となり、（I-1）は２例、（I-2）は３例となる。B 類は４例あり、いずれも（I-2）であった。

BI-２類の河南登封唐庄宋代壁画墓M３は「主室壁高：奥行・横幅＝1：0.47」とB類であるもの

の、組物部材を頂部に配置した結果、頂部が長大になり、全体の立面形状としては細高い。

　主室全体の立面形状としては、完存している22例のうち「主室の高さ＞主室の奥行」は19例、

「主室の高さ≦主室の奥行」は３例であり、宋の多角形墓室は空間が上方向に広くとられる傾向
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がある。

　主室壁面の装飾は30例中の26例で報告されており、（ii）奥壁に門と（iii）奥壁に婦人啓門が23

例と圧倒的に多く、（iv）奥壁に墓主夫婦が２例、（v）奥壁に山水・花鳥が１例（先述の登封王

上壁画墓）であった。遼墓にみられる出行図は採用されておらず、奥壁以外の壁面も墓主の生前

の日常生活を象徴する図像が主となっている。

　北宋は遼と同時期に存在していながらも、主室の立面形状や壁画のモチーフなどについて、大

きな差異があることが判明した。

３－４．金代の多角形墓室

　金の多角形墓室は41例あり、平面形状が八角形のものは30例、六角形は11例であり、すべて

３m級以下の小型墓である。両者ともに２m級に集中している。

　八角形の主室30例で壁部が残っているものは29例あり、「A. 主室壁高が主室奥行・横幅の1/2

より大きい」ものは23例、「B. 主室壁高が主室奥行・横幅の1/2以下」は６例と宋と同様の傾向

を示している。

　金のA類はいずれも倣木造建築部材を有し、（I-1）の壁部に組物部材をもつ主室は22例、（I-2）

の頂部に組物部材もつ主室は２例であった。宋と比較して、（I-2）類の減少が顕著にみられた。

　B類は６例とやや少なく、（I-1）が４例、（I-2）が１例、そして（II）の組物部材をもたないも

のが１例あった。内蒙古敖漢旗英鳳溝金代墓地M1は内蒙古自治区に位置しており、遼の多角形

墓室の大多数を占めたBII 類と同じ構造をしている。この墓が金代の初期に築造され、地域に伝

わる形態的な特徴を引き継いでいることが分かる。

　六角形の主室11例で壁部が残っているのは10例でA類は８例、B 類は２例で、いずれも組物

部材を壁部に有する。

　主室全体の立面形状としては、完存している33例のうち「主室の高さ＞主室の奥行」は28例、

「主室の高さ≦主室の奥行」は５例であり、宋の多角形墓室と同様に空間が上方向に広い例が多い。

　壁面の装飾については24例が報告されており、（ii）奥壁に門と（iii）奥壁に婦人啓門が10例、

（iv）奥壁に墓主夫婦が７例、（vi）奥壁に寝室が２例、（v）奥壁に山水・花鳥が１例、奥壁が耳

室の入り口となっている事例が４例であった。宋と比較して、奥壁に墓主夫婦を配するパターン

が増加しているのが分かる。また、奥壁に寝室という新たな配置や主室から耳室につながる例が

出現した。

　金は基本的に宋と同様の傾向を示しつつも、（I-2）の組物部材を頂部に造る構造の減少、壁面

装飾における（vi）奥壁に墓主夫婦の増加、主室に耳室をもつ例の出現など、新たな傾向もみら

れた。
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３－５．元代の多角形墓室

　元の多角形墓室は31例あり、八角形が21例、六角形が10例である。主室の規模は両者ともに

２m級に集中しているものの、河北省の石家庄市後太保元代史氏墓群M１は５m級、M３は

４m級とやや大型のものも報告されている。M１は元の宰相である史天澤の墓であり、史氏墓

群は一族の家族墓地である（河北省文物研究所 1998）。元代に入ると、再び宰相のような高位の

官僚も多角形墓室を築造するようになったことうかがえる。

　八角形の主室はすべて壁部が残存しており、「A. 主室壁高が主室奥行・横幅の1/2より大きい」

ものは10例、「B. 主室壁高が主室奥行・横幅の1/2以下」は11例と半々の割合となった。A類は

10例のいずれも（I-1）壁部に組物部材をもつタイプである。また、これらの組物部材について

金の時期のものと比較をすると、斗栱などの部品は簡素になっているものの、主室の高さに占め

る組物部材の割合については大きな変化はみられなかった。B 類は１例を除き、（I-1）となって

いる。宋から金にかけての（I-2）頂部に組物部材を配置する事例はなかった。

　六角形の主室の８例はいずれも B類に属し、（I-1）は６例、（II）は内蒙古自治区に２例だけ

みられる。

　主室全体の立面形状としては、完存している19例のうち「主室の高さ＞主室の奥行」は13例、

「主室の高さ≦主室の奥行」は６例であり、宋・金の多角形墓室と同様に上方向に空間の広い主

室が多いものの、前時代ほど極端ではなく横方向の空間が広い主室もある。

　主室の壁面装飾は31例中の11例が報告されており、（ii）奥壁に門と（iii）奥壁に婦人啓門が３例、

（iv）奥壁に墓主夫婦が４例、（v）奥壁に山水・花鳥が５例と、宋墓で圧倒的な割合を誇った門

モチーフが減少し、墓主夫婦と山水・花鳥が増加している。
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図２－１　唐末～元における多角形墓室の構造
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図２－２　唐末～元における多角形墓室の構造
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図２－３　唐末～元における多角形墓室の構造



569

多角形墓室の構造と変遷

図２－４　唐末～元における多角形墓室の構造
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４．通時的な比較分析

４－１．多角形墓室の規模の比較

　多角形墓室の奥行を基準として１m単位で区切り、各時期の規模の比較を行った。なお十角

形墓室は２例のみのため、この分析からの対象とはしていなかった。

　図３の赤枠部分は、各時期の八角形と六角形に造られた主たる墓室のうち最も多くの事例の報

告があった規格を示している。遼の八角形墓室のみ４m～３m級に集中域があり、その他は

２m級に集中し、元になると小型化が進み１m級の六角形墓室も大きな割合を占めるようになる。

　時期ごとにみていくと、６m級、および７m級以上の極めて大規模な主室は遼でのみ造られ

たことが分かる。遼の大型墓は大多数が八角形を平面形として採用しており、遼の皇族、貴族階

層における八角形の流行がうかがえる。一方で宋、金では多角形墓室は３m級以下の小型のも

のに限られる。宋（北宋）については皇族の埋葬施設の調査が行われており、元徳李后陵（宋太

宗の皇后、1000年改葬）は主室の平面形状が円形で直径7.95m、宋魏王趙頵夫婦合葬墓（宋の皇族、

1094年）は同様に円形の主室で直径6.54m であることが判明している（河南省文物研究所ほか 

1988、周到 1964）。いずれも遼に匹敵する大規模な主室であり、宋（北宋）は高位の被葬者につ

いては遼と同等の大型墓を築造したものの、多角形を主室の平面形状として採用していなかった

ことが分かる。宋金の多角形墓室は被葬者が位の低い人物であったため、小規模なものに限られ

ていた。そして元代になると、報告されているのは１例ずつではあるものの、再び５m級や４m

級の大規模な主室が出現するようになる。この墓の被葬者は宰相という高級官僚とその家族のも

のであり、高位の人物も多角形墓室を採用するようになった。社会的身分と埋葬施設の形状の関

連性が弱まっている様相が推察できる。また、唐末も主室が４m級のものがあり、最初期はそ

れなりに高位の人物が築造していた。

　八角形と六角形を比較すると、唐末～元を通じて八角形の報告例が六角形の数倍多く、かつ主

室規模が大きいものが存在する。当時の人々に八角形を上位とする意識があったと推測できる。

４－２．多角形墓室の分布

　唐末から元にかけての多角形墓室の分布を図４に示した。遼（青マーク）では、多角形墓室の

分布が内蒙古・遼寧地域と河北北部地域の２つに分かれており、宋（赤印マーク）は河南省およ

び遼との国境に近い山西省中部あたりにまとまった分布がみられ、また長江近くの湖北省や江蘇

省でも発見されている。金（黄マーク）、元（緑マーク）になると分布範囲は狭まり、大多数が

山西省の事例となる。遼代に盛んに築造されていた内蒙古自治区・遼寧地域、および河南省での

事例も減少する。多角形墓室は長江を超えることはなく、基本的に中原地域の墓制として遼・宋

以降に続いていくことが分布の変遷より推測できる。
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図４　唐末～元における多角形墓室の分布
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５．唐末・遼・宋・金・元における多角形墓室の変遷

　まず、多角形墓室は唐末の河北省の宣化地域で既に出現しており、主室の平面形状が正八角形、

正六角形に近しいもの、および崩れたものが存在していた。主室規模が４m級のものを築造し

ており、被葬者も一定の身分を持った人物であった。この地域は次に遼の支配下となり、宣化遼

墓群に代表される、平面形状（a）を持つ「A：主室壁高が奥行・横幅の1/2より大きい」かつ

「I-1：壁部に組物部材を有する」タイプが出現する。唐末の例とは平面形状や壁画の内容に類似

点がみられるものの、両者に100年強の時間差があり、系譜関係を明らかにするには未だ考古資

料が不足している状態である。

　遼の多角形墓室が盛んに築造されたのは、内蒙古・遼寧地域である。この地域は遼の中心地で

あり、主たる都である上京や歴代皇帝の陵園が位置している。八角形、六角形、十角形の主室を

持つ墓が築造され、その大多数が「B：主室壁高が奥行・横幅の1/2以下」かつ「（II）組物部材

なし」タイプであった。皇帝や高位貴族は主室の奥行５m以上の大規模な墓を築造した。また、

墓全体の構造の変化から平面形状（b）主室入口の墓壁部分を構築せず、入口左右の壁が直接甬

道に連結するタイプも登場した。

　一方、北宋では山西省中部・河南省を中心に、遼とは異なるプロポーションをもつ「AI-1」と

組物部材が頂部に付く「AI-2」が主流であった。八角形と六角形の墓室が築造されたが、主室の

規模は３m以下の小型のものに限られた。室内に塼彫や壁画が描かれ、奥壁には「門（婦人啓門）」

が多く用いられた。「室墓」自体が中原・北方地域の墓制であるためか、多角形墓室の報告例は

長江流域以北までとなる（呉敬 2015）。南宋の多角形墓室は、現状では発見されていない。

　遼・北宋の領域をまとめて支配下に置いた金は、墓室の立面構造と規模について北宋と同様の

傾向を示し、主に山西省の中部以南に八角形と六角形の墓室が分布する。遼代に築造が盛んで

あった内蒙古・遼寧地域では、多角形墓室の築造が著しく減少する。壁面装飾は奥壁に「門（婦

人啓門）」を配する場合に加えて、「墓主夫婦」の割合が増加した。

　遼、宋（北宋）、金の傾向をみると、立面形状のA類は中原地域、B類は内蒙古・遼寧地域の

特徴だと推測できる。A類は空間として、上方向に広く細長い印象、B類の空間は横方向に低く、

墓室が太低い印象を与える。それぞれの時期・地域で例外はあるものの、地域的な伝統が基本的

には維持されていたのがうかがえる。

　そして元になると、多角形墓室は前時代の特徴を受け継ぎつつも、より多様になっていく。主

な分布域は金と変わらず山西省で八角形と六角形墓室の双方があるが、A類とB類の割合が半々

となる。主室規模については、唐末五代・遼以来となる、主室規模が５m級の大型のものが出

現した。多角形墓室の使用が、裕福ではあるが社会的な地位の低い地主や商人などの平民に限ら

れず、高位の官人にも再び広まったことがうかがえる。大多数の主室は壁部に組物部材を有し、
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斗や栱などの部品は金と比較して簡素化しているが、組物部材が主室の高さに占める割合に極端

な変化はみられない。また壁面の装飾は、奥壁に「墓主夫婦」や「山水・花鳥」を配する割合が

増加し、「門」は減少した。

おわりに

　本稿では、多角形墓室に着目して唐末五代、遼、宋（北宋）、金、元と通時的な展開を追って

きた。最後に分析の成果と今後の課題について述べたい。

　唐末～元までの通時的な分析・考察で明らかになったのは以下の４点である。

（1）　墓室の平面形状を多角形にするという意識は唐末には既に存在した。

（2）　八角形墓室と六角形墓室は同時並行で唐末～元の全期間に存在する。八角形墓室の方が数

量は多く、墓室規模も大きい。

（3）　遼・北宋～金まではA類（主室の壁部の高さが奥行・横幅の長さの1/2より大きいタイプ）

は中原地域、B 類（主室の壁部の高さが奥行・横幅の1/2以下のタイプ）は内蒙古・遼寧地

域に偏って分布し、地域の特性となっていたが、元になると両者が中原地域に現れる。

（4）　遼では皇帝や高位貴族が大型の八角形墓室を築造しており、また報告例自体も他の時期と

比較して多い。一方、中原地域の北宋・金では小型の墓室に限られ、被葬者は身分の低い官

人や裕福な平民と推測される。その後の元では高位な人物も再び多角形墓室を使用するよう

になる。

　これらの点から、唐末～元の時期を通じて、八角形と六角形の墓室は存在しており、背景には

両方の図形を内包する思想があったと考えられる。また最も盛行したのが中原地域ではなく、遼

の支配下にあった北方地域であることも興味深い。今後の課題としては、仏塔など同時期の他の

多角形構造物の分析、および墓室との比較を行い、多角形流行の背景を実証的に探っていく必要

があると考える。
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赤
峰
市
敖
漢
旗
韓
家
窩
鋪
遼
墓
M
2

内
蒙
古
赤
峰
市

六
角
形

塼
無

遼
30

赤
峰
市
敖
漢
旗
韓
家
窩
鋪
遼
墓
M
6

内
蒙
古
赤
峰
市

六
角
形

塼
無

遼
31

敖
漢
旗
羊
山
2号

墓
内
蒙
古
赤
峰
市

八
角
形

塼
遼
32

赤
峰
市
敖
漢
旗
白
塔
村
遼
墓
M
1

内
蒙
古
赤
峰
市

六
角
形

塼
無

遼
33

敖
漢
旗
白
塔
子
遼
墓

内
蒙
古
赤
峰
市

六
角
形

塼
無

遼
34

敖
漢
旗
范
仗
子
遼
墓
M
10

1
内
蒙
古
赤
峰
市

六
角
形

土
洞

無
遼
35

赤
峰
市
元
宝
山
区
大
営
子
塔
子
山
一
号
遼
墓

内
蒙
古
赤
峰
市

大
安
八
年
(1
09

2年
)

八
角
形

塼
無

遼
36

赤
峯
大
窩
鋪
遼
墓

内
蒙
古
赤
峰
市

八
角
形

塼
遼
37

内
蒙
古
小
王
力
溝
遼
墓
M
1

内
蒙
古
錫
林
浩
特

八
角
形

塼
遼
38

内
蒙
興
和
尖
山
遼
墓

内
蒙
古
烏
蘭
察
布

八
角
形

塼
有

壁
部

遼
39

察
右
前
旗
豪
欠
営
第
六
号
遼
墓

内
蒙
古
烏
蘭
察
布

八
角
形

石
遼
40

庫
倫
遼
代
一
号
墓

内
蒙
古
通
遼
市

八
角
形

塼
無

遼
41

庫
倫
遼
代
二
号
墓

内
蒙
古
通
遼
市

八
角
形

塼
無

遼
42

庫
倫
遼
代
七
号
墓

内
蒙
古
通
遼
市

八
角
形

塼
無

遼
43

赤
峰
寧
城
県
福
峰
山
遼
墓

内
蒙
古
赤
峰
市

咸
雍
八
年
(1
07

2年
)

八
角
形

塼
遼
44

寧
城
県
岳
家
仗
子
遼
蕭
府
君
墓

内
蒙
古
赤
峰
市

咸
雍
八
年
(1
07

2年
)

八
角
形

塼
無

遼
45

寧
城
県
埋
王
溝
遼
代
墓
地
M
1

内
蒙
古
赤
峰
市

八
角
形

塼
有

33
％

頂
部

遼
46

寧
城
県
埋
王
溝
遼
代
墓
地
M
3

内
蒙
古
赤
峰
市

咸
雍
六
年
(1
07

0年
)

八
角
形

塼
無

遼
47

寧
城
県
埋
王
溝
遼
代
墓
地
M
4

内
蒙
古
赤
峰
市

大
康
七
年
(1
08

1年
)

八
角
形

塼
無

遼
48

寧
城
県
鴿
子
洞
遼
代
壁
画
墓

内
蒙
古
赤
峰
市

八
角
形

塼
遼
49

遼
寧
康
平
張
家
窯
林
場
長
白
山
I区

２
号
遼
墓

遼
寧
省
瀋
陽
市

八
角
形

塼
無

遼
50

遼
寧
法
庫
前
山
遼
肖
袍
魯
墓

遼
寧
省
瀋
陽
市

大
安
六
年
(1
09

0年
)

八
角
形

塼
無

遼
51

遼
寧
法
庫
県
葉
茂
台
遼
肖
義
墓

遼
寧
省
瀋
陽
市

天
慶
二
年
(1
11

2年
)

八
角
形

塼
無

遼
52

遼
寧
法
庫
県
葉
茂
台
23

号
遼
墓

遼
寧
省
瀋
陽
市

八
角
形

塼
無

遼
53

遼
寧
阜
新
県
遼
代
梯
子
廟
４
号
墓

遼
寧
省
阜
新
市

八
角
形

塼
無

遼
54

遼
寧
阜
新
遼
蕭
僅
墓

遼
寧
省
阜
新
市

太
平
九
年
(1
02

9年
)

八
角
形

塼
無

遼
55

阜
新
四
家
子
遼
墓
M
1

遼
寧
省
阜
新
市

八
角
形

塼
無

遼
56

阜
新
四
家
子
遼
墓
M
2

遼
寧
省
阜
新
市

八
角
形

塼
遼
57

関
山
遼
墓
M
1

遼
寧
省
阜
新
市

大
康
元
年
(1
07

5年
)

八
角
形

塼
無

遼
58

関
山
遼
墓
M
2

遼
寧
省
阜
新
市

咸
雍
九
年
(1
07

3年
)

八
角
形

塼
無

遼
59

関
山
遼
墓
M
3

遼
寧
省
阜
新
市

咸
雍
四
年
(1
06

8年
)

八
角
形

塼
無

墓
の
主
室
の
法
量

主
室
の
立
面
形
状

倣
木
構
造

平
面

形
状

墓
の
基
礎
情
報

文 献
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表
１
　
唐
末
・
遼
・
宋
・
金
・
元
の
多
角
形
墓
室
一
覧

表
1　

唐
末
・
遼
・
宋
・
金
・
元
の
多
角
形
墓
室
一
覧

壁
画

墓
名

所
在
地

年
代

室 数
主
室

形
状

建 材
奥
行

横
幅

全
高

壁
高

分
類

壁
高

÷
奥
行

壁
高

÷
横
幅

全
高

÷
奥
行

分
類

部
材
の

有
無

全
高
に

占
め
る
％

部
材
の

位
置

奥
壁

遼
60

関
山
遼
墓
M
4

遼
寧
省
阜
新
市

太
平
元
年
(1
02

1年
)

八
角
形

塼
石

無
遼
61

関
山
遼
墓
M
5

遼
寧
省
阜
新
市

八
角
形

塼
石

無
遼
62

関
山
遼
墓
M
6

遼
寧
省
阜
新
市

八
角
形

塼
無

遼
63

関
山
遼
墓
M
8

遼
寧
省
阜
新
市

大
康
二
年
(1
07

6年
)

八
角
形

塼
無

遼
64

関
山
遼
墓
M
9

遼
寧
省
阜
新
市

咸
雍
五
年
(1
06

9年
)

八
角
形

塼
無

遼
65

遼
寧
北
鎮
耶
律
弘
義
墓

遼
寧
省
錦
州
市

重
煕
戊
子
年
(1
04

8年
)

八
角
形

塼
遼
66

北
寧
竜
崗
遼
墓
M
1

遼
寧
省
錦
州
市

清
寧
八
年
(1
06

2年
)

八
角
形

塼
無

遼
67

遼
寧
錦
州
北
鎮
洪
家
街
遼
代
墓
地
M
1

遼
寧
省
錦
州
市

八
角
形

塼
無

遼
68

遼
寧
凌
海
市
鄭
家
窩
鋪
遼
代
画
像
石
墓
M
3

遼
寧
省
錦
州
市

八
角
形

石
有

壁
部

遼
69

遼
寧
省
朝
陽
市
遼
代
龔
祥
墓

遼
寧
省
朝
陽
市

乾
統
四
年
(1
10

4年
)

六
角
形

塼
遼
70

朝
陽
西
上
台
遼
墓

遼
寧
省
朝
陽
市

八
角
形

塼
無

遼
71

凌
源
馬
家
溝
遼
墓

遼
寧
省
朝
陽
市

八
角
形

塼
無

遼
72

遼
寧
朝
陽
市
水
泉
遼
墓
M
1

遼
寧
省
朝
陽
市

寿
昌
五
年
(1
09

9年
)

八
角
形

塼
遼
73

遼
寧
朝
陽
市
水
泉
遼
墓
M
2

遼
寧
省
朝
陽
市

十
角
形

塼
遼
74

遼
寧
朝
陽
市
水
泉
遼
墓
M
10

遼
寧
省
朝
陽
市

寿
昌
三
年
(1
09

7年
)

八
角
形

塼
遼
75

凌
源
小
喇
嘛
溝
一
号
遼
墓

遼
寧
省
朝
陽
市

八
角
形

木
遼
76

凌
源
小
喇
嘛
溝
二
号
遼
墓

遼
寧
省
朝
陽
市

八
角
形

木
遼
77

凌
源
小
喇
嘛
溝
三
号
遼
墓

遼
寧
省
朝
陽
市

八
角
形

木
遼
78

凌
源
小
喇
嘛
溝
四
号
遼
墓

遼
寧
省
朝
陽
市

六
角
形

木
遼
79

凌
源
小
喇
嘛
溝
五
号
遼
墓

遼
寧
省
朝
陽
市

八
角
形

木
遼
80

凌
源
小
喇
嘛
溝
六
号
遼
墓

遼
寧
省
朝
陽
市

八
角
形

塼
遼
81

凌
源
小
喇
嘛
溝
七
号
遼
墓

遼
寧
省
朝
陽
市

八
角
形

木
遼
82

凌
源
小
喇
嘛
溝
八
号
遼
墓

遼
寧
省
朝
陽
市

八
角
形

木
遼
83

凌
源
小
喇
嘛
溝
九
号
遼
墓

遼
寧
省
朝
陽
市

八
角
形

木
遼
84

凌
源
小
喇
嘛
溝
十
号
遼
墓

遼
寧
省
朝
陽
市

八
角
形

木
遼
85

凌
源
小
喇
嘛
溝
十
一
号
遼
墓

遼
寧
省
朝
陽
市

八
角
形

木
遼
86

遼
寧
建
昌
亀
山
一
号
遼
墓

遼
寧
省
葫
蘆
島
市

六
角
形

塼
石

無
遼
87

錦
西
大
臥
鋪
遼
画
像
石
墓

遼
寧
省
葫
蘆
島
市

八
角
形

石
有

壁
部

遼
88

宣
化
遼
墓
M
2

河
北
省
張
家
口
市

天
慶
七
年
(1
11

7年
)

六
角
形

塼
有

壁
部

遼
89

宣
化
遼
墓
M
4

河
北
省
張
家
口
市

天
慶
元
年
(1
11

1年
)

六
角
形

塼
有

壁
部

墓
の
主
室
の
法
量

主
室
の
立
面
形
状

倣
木
構
造

平
面

形
状

墓
の
基
礎
情
報

文 献
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多角形墓室の構造と変遷

表
１
　
唐
末
・
遼
・
宋
・
金
・
元
の
多
角
形
墓
室
一
覧

表
1　

唐
末
・
遼
・
宋
・
金
・
元
の
多
角
形
墓
室
一
覧

壁
画

墓
名

所
在
地

年
代

室 数
主
室

形
状

建 材
奥
行

横
幅

全
高

壁
高

分
類

壁
高

÷
奥
行

壁
高

÷
横
幅

全
高

÷
奥
行

分
類

部
材
の

有
無

全
高
に

占
め
る
％

部
材
の

位
置

奥
壁

遼
90

宣
化
遼
墓
M
5

河
北
省
張
家
口
市

天
慶
七
年
(1
11

7年
)

六
角
形

塼
有

壁
部

遼
91

宣
化
遼
墓
M
6

河
北
省
張
家
口
市

八
角
形

塼
有

壁
部

遼
92

宣
化
下
八
里
II区

遼
墓
M
1

河
北
省
張
家
口
市

八
角
形

石
無

遼
93

宣
化
下
八
里
II区

遼
墓
M
2

河
北
省
張
家
口
市

八
角
形

石
無

遼
94

河
北
蔚
県
三
関
遼
代
家
族
墓
地
M
3

河
北
省
張
家
口
市

六
角
形

塼
有

宋
1

河
北
平
山
県
両
岔
宋
墓
M
1

河
北
省
石
家
荘
市

六
角
形

塼
有

壁
部

宋
2

河
北
平
山
県
両
岔
宋
墓
M
2

河
北
省
石
家
荘
市

八
角
形

塼
有

頂
部

宋
3

河
北
井
陘
県
柿
庄
宋
一
号
墓

河
北
省
石
家
荘
市

八
角
形

塼
有

壁
部

宋
4

山
西
忻
県
北
宋
墓

山
西
省
忻
州
市

政
和
四
年
(1
11

4年
)

八
角
形

塼
無

宋
5

山
西
平
定
姜
家
溝
村
壁
画
墓

山
西
省
陽
泉
市

六
角
形

塼
有

頂
部

宋
6

山
西
汾
陽
県
北
偏
城
宋
墓

山
西
省
汾
陽
市

八
角
形

塼
宋
7

山
西
汾
陽
東
竜
観
宋
金
M
48

山
西
省
汾
陽
市

八
角
形

塼
有

壁
部

宋
8

河
南
安
陽
新
安
庄
西
地
宋
墓
M
44

河
南
省
安
陽
市

大
観
三
年
(1
10

9年
)

八
角
形

塼
有

壁
部

宋
9

河
南
安
陽
劉
家
庄
北
地
宋
墓
M
29

0
河
南
省
安
陽
市

八
角
形

塼
有

壁
部

宋
10

鶴
壁
故
県
北
宋
紀
年
壁
画
墓

河
南
省
鶴
壁
市

紹
聖
元
年
(1
09

4)
八
角
形

塼
有

壁
部

宋
11

宋
代
梁
全
本
墓

河
南
省
焦
作
市

崇
寧
四
年
(1
10

5年
)

八
角
形

塼
有

壁
部

宋
12

温
県
宋
墓

河
南
省
焦
作
市

八
角
形

塼
有

壁
部

宋
13

滎
陽
司
村
宋
代
壁
画
墓

河
南
省
鄭
州
市

六
角
形

塼
有

頂
部

宋
14

河
南
新
安
県
梁
庄
北
宋
壁
画
墓

河
南
省
洛
陽
市

八
角
形

塼
有

頂
部

宋
15

新
安
県
石
寺
李
村
北
宋
宋
四
郎
磚
彫
壁
画
墓

河
南
省
洛
陽
市

靖
康
元
年
(1
12

6年
)

八
角
形

塼
有

頂
部

宋
16

洛
陽
澗
西
軸
承
廠
職
工
医
院
楼
15

号
宋
墓

河
南
省
洛
陽
市

八
角
形

塼
有

壁
部

宋
17

洛
陽
洛
竜
区
関
林
廟
宋
代
磚
彫
墓
M
3

河
南
省
洛
陽
市

八
角
形

塼
有

壁
部

宋
18

河
南
新
密
市
平
陌
宋
代
壁
画
墓

河
南
省
新
密
市

大
観
二
年
(1
10

8年
)

八
角
形

塼
有

頂
部

宋
19

河
南
登
封
城
南
庄
宋
代
壁
画
墓

河
南
省
登
封
市

八
角
形

塼
有

頂
部

宋
20

河
南
登
封
黒
山
溝
宋
墓

河
南
省
登
封
市

八
角
形

塼
有

頂
部

宋
21

登
封
王
上
壁
画
墓

河
南
省
登
封
市

八
角
形

塼
無

宋
22

河
南
登
封
唐
庄
宋
墓
M
2

河
南
省
登
封
市

六
角
形

塼
有

頂
部

宋
23

河
南
登
封
唐
庄
宋
墓
M
3

河
南
省
登
封
市

六
角
形

塼
有

頂
部

宋
24

登
封
高
村
宋
墓

河
南
省
登
封
市

八
角
形

塼
有

頂
部

宋
25

白
沙
宋
墓
M
1

河
南
省
許
昌
市

元
符
二
年
(1
09

9年
)

六
角
形

塼
有

壁
部

墓
の
主
室
の
法
量

主
室
の
立
面
形
状

平
面

形
状

倣
木
構
造

墓
の
基
礎
情
報

文 献
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表
１
　
唐
末
・
遼
・
宋
・
金
・
元
の
多
角
形
墓
室
一
覧

表
1　

唐
末
・
遼
・
宋
・
金
・
元
の
多
角
形
墓
室
一
覧

壁
画

墓
名

所
在
地

年
代

室 数
主
室

形
状

建 材
奥
行

横
幅

全
高

壁
高

分
類

壁
高

÷
奥
行

壁
高

÷
横
幅

全
高

÷
奥
行

分
類

部
材
の

有
無

全
高
に

占
め
る
％

部
材
の

位
置

奥
壁

宋
26

白
沙
宋
墓
M
2

河
南
省
許
昌
市

六
角
形

塼
有

頂
部

宋
27

白
沙
宋
墓
M
3

河
南
省
許
昌
市

六
角
形

塼
有

頂
部

宋
28

河
南
省
鄧
州
市
北
宋
趙
栄
壁
画
墓

河
南
省
鄧
州
市

元
佑
元
年
(1
08

6年
)

六
角
形

塼
有

壁
部

宋
29

襄
樊
磨
基
山
宋
墓

湖
北
省
襄
陽
市

崇
寧
三
年
(1
10

4年
)

八
角
形

塼
有

壁
部

宋
30

南
京
市
太
新
路
宋
墓

江
蘇
省
南
京
市

八
角
形

塼
有

壁
部

金
1

敖
漢
旗
小
柳
条
溝
金
墓

内
蒙
古
赤
峰
市

八
角
形

塼
無

金
2

内
蒙
古
敖
漢
旗
英
鳳
溝
金
代
墓
地
M
１

内
蒙
古
赤
峰
市

八
角
形

石
(無

)
金
3

遼
寧
朝
陽
金
代
紀
年
墓
葬
M
1

遼
寧
省
朝
陽
市

六
角
形

塼
有

壁
部

金
4

山
西
盂
県
泥
河
金
代
壁
画
墓

山
西
省
陽
泉
市

八
角
形

塼
有

頂
部

金
5

山
西
盂
県
皇
后
村
宋
金
壁
画
墓

山
西
省
陽
泉
市

八
角
形

塼
有

壁
部

金
6

山
西
陽
泉
古
城
金
墓

山
西
省
陽
泉
市

※
1
八
角
形

塼
有

壁
部

(耳
室
)

金
7

山
西
平
定
西
関
村
壁
画
墓
M
1

山
西
省
陽
泉
市

八
角
形

塼
有

壁
部

金
8

山
西
平
定
西
関
村
壁
画
墓
M
2

山
西
省
陽
泉
市

八
角
形

塼
有

壁
部

(耳
室
)

金
9

尖
草
坪
区
東
張
村
金
代
墓
群
M
2

山
西
省
太
原
市

八
角
形

塼
有

壁
部

金
10

尖
草
坪
区
東
張
村
金
代
墓
群
M
3

山
西
省
太
原
市

八
角
形

塼
有

壁
部

金
11

尖
草
坪
区
東
張
村
金
代
墓
群
M
4

山
西
省
太
原
市

八
角
形

塼
有

壁
部

金
12

尖
草
坪
区
東
張
村
金
代
墓
群
M
5

山
西
省
太
原
市

八
角
形

塼
有

壁
部

金
13

尖
草
坪
区
東
張
村
金
代
墓
群
M
7

山
西
省
太
原
市

八
角
形

塼
有

壁
部

金
14

太
原
市
王
家
庄
金
元
壁
画
墓

山
西
省
太
原
市

六
角
形

塼
有

壁
部

金
15

山
西
晋
中
竜
白
金
墓

山
西
省
晋
中
市

八
角
形

塼
有

壁
部

(耳
室
)

金
16

山
西
汾
陽
金
墓
M
2

山
西
省
汾
陽
市

六
角
形

塼
有

壁
部

金
17

山
西
汾
陽
金
墓
M
5

山
西
省
汾
陽
市

八
角
形

塼
有

壁
部

金
18

山
西
汾
陽
金
墓
M
7

山
西
省
汾
陽
市

八
角
形

塼
金
19

山
西
汾
陽
東
竜
観
宋
金
M
2

山
西
省
汾
陽
市

八
角
形

塼
有

壁
部

金
20

山
西
汾
陽
東
竜
観
宋
金
M
3

山
西
省
汾
陽
市

大
定
元
年
(1
16

1年
)

六
角
形

塼
有

壁
部

金
21

山
西
汾
陽
東
竜
観
宋
金
M
5

山
西
省
汾
陽
市

明
昌
六
年
(1
19

5年
)

八
角
形

塼
有

壁
部

金
22

山
西
汾
陽
東
竜
観
宋
金
M
6

山
西
省
汾
陽
市

八
角
形

塼
有

壁
部

金
23

山
西
汾
陽
東
竜
観
宋
金
M
12

山
西
省
汾
陽
市

八
角
形

塼
有

壁
部

金
24

山
西
汾
陽
東
竜
観
宋
金
M
13

山
西
省
汾
陽
市

六
角
形

塼
有

壁
部

金
25

山
西
汾
陽
東
竜
観
宋
金
M
14

山
西
省
汾
陽
市

六
角
形

塼
有

壁
部

平
面

形
状

墓
の
主
室
の
法
量

倣
木
構
造

墓
の
基
礎
情
報

主
室
の
立
面
形
状
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多角形墓室の構造と変遷

表
１
　
唐
末
・
遼
・
宋
・
金
・
元
の
多
角
形
墓
室
一
覧

表
1　

唐
末
・
遼
・
宋
・
金
・
元
の
多
角
形
墓
室
一
覧

壁
画

墓
名

所
在
地

年
代

室 数
主
室

形
状

建 材
奥
行

横
幅

全
高

壁
高

分
類

壁
高

÷
奥
行

壁
高

÷
横
幅

全
高

÷
奥
行

分
類

部
材
の

有
無

全
高
に

占
％

部
材
の

位
置

奥
壁

金
26

山
西
汾
陽
東
竜
観
宋
金
M
15

山
西
省
汾
陽
市

六
角
形

塼
有

壁
部

金
27

山
西
汾
陽
東
竜
観
宋
金
M
16

山
西
省
汾
陽
市

八
角
形

塼
有

壁
部

金
28

山
西
汾
陽
東
竜
観
宋
金
M
17

山
西
省
汾
陽
市

六
角
形

塼
有

壁
部

金
29

山
西
汾
陽
東
竜
観
宋
金
M
19

山
西
省
汾
陽
市

八
角
形

塼
有

壁
部

金
30

山
西
孝
義
下
吐
京
金
墓

山
西
省
孝
義
市

八
角
形

塼
有

壁
部

金
31

山
西
汾
西
郝
家
溝
金
代
紀
年
壁
画
墓

山
西
省
臨
汾
市

大
定
二
十
二
年
(1
18

2年
)

八
角
形

塼
有

壁
部

金
32

山
西
沁
県
上
庄
金
墓

山
西
省
長
治
市

※
1
八
角
形

塼
有

壁
部

(耳
室
)

金
33

山
西
沁
県
金
墓

山
西
省
長
治
市

八
角
形

塼
有

頂
部

金
34

山
西
襄
汾
荊
村
溝
金
墓

山
西
省
臨
汾
市

六
角
形

塼
有

金
35

山
西
襄
汾
上
庄
村
金
墓

山
西
省
臨
汾
市

六
角
形

塼
有

金
36

陝
西
甘
泉
柳
河
渠
湾
金
代
壁
画
墓

陝
西
省
延
安
市

明
昌
七
年
(1
19

6年
)

八
角
形

塼
有

壁
部

金
37

河
南
安
陽
小
任
家
庄
金
代
磚
彫
壁
画
墓

河
南
省
安
陽
市

八
角
形

塼
有

壁
部

金
38

鶴
壁
市
東
頭
村
金
墓

河
南
省
鶴
壁
市

八
角
形

塼
有

壁
部

金
39

河
南
修
武
大
位
金
代
雑
劇
磚
彫
墓

河
南
省
焦
作
市

六
角
形

塼
有

壁
部

金
40

洛
陽
道
北
金
代
磚
彫
墓
IM

17
19

河
南
省
洛
陽
市

八
角
形

塼
有

頂
部

金
41

許
昌
文
峰
路
金
墓
M
2

河
南
省
許
昌
市

八
角
形

塼
元
1

多
倫
県
砧
子
山
西
区
墓
地
DZ

XM
11

内
蒙
古
錫
林
郭
勒

六
角
形

塼
無

元
2

多
倫
県
砧
子
山
西
区
墓
地
DZ

XM
12

内
蒙
古
錫
林
郭
勒

六
角
形

塼
無

元
3

河
北
涿
洲
元
代
壁
画
墓

河
北
省
保
定
市

至
順
二
年
(1
33

1年
)

八
角
形

塼
有

壁
部

元
4

石
家
庄
市
後
太
保
元
代
史
氏
墓
群
M
1

河
北
省
石
家
庄
市

八
角
形

塼
有

壁
部

元
5

石
家
庄
市
後
太
保
元
代
史
氏
墓
群
M
3

河
北
省
石
家
庄
市

六
角
形

塼
有

壁
部

元
6

山
西
朔
州
官
地
元
代
壁
画
墓
M
1

山
西
省
朔
州
市

八
角
形

塼
有

壁
部

元
7

山
西
興
県
紅
峪
村
元
至
大
二
年
壁
画
墓

山
西
省
呂
梁
市

至
大
二
年
(1
30

9年
)

八
角
形

石
有

壁
部

元
8

山
西
陽
泉
東
村
元
墓

山
西
省
陽
泉
市

八
角
形

塼
有

壁
部

元
9

古
交
市
河
下
村
元
墓

山
西
省
古
交
市

八
角
形

石
有

壁
部

元
10

太
原
西
南
郊
黄
坂
村
元
墓

山
西
省
太
原
市

大
徳
十
年
(1
30

6年
)

六
角
形

塼
元
11

太
原
剛
玉
五
一
生
活
区
元
代
墓
葬
M
1

山
西
省
太
原
市

八
角
形

塼
有

壁
部

元
12

太
原
剛
玉
五
一
生
活
区
元
代
墓
葬
M
2

山
西
省
太
原
市

六
角
形

塼
有

壁
部

元
13

太
原
剛
玉
五
一
生
活
区
元
代
墓
葬
M
3

山
西
省
太
原
市

八
角
形

塼
有

壁
部

元
14

山
西
太
原
晋
源
区
明
太
原
県
城
元
代
壁
画
墓
M
5
山
西
省
太
原
市

六
角
形

塼
有

壁
部

平
面

形
状

墓
の
主
室
の
法
量

倣
木
構
造

墓
の
基
礎
情
報

主
室
の
立
面
形
状
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表
１
　
唐
末
・
遼
・
宋
・
金
・
元
の
多
角
形
墓
室
一
覧

表
1　

唐
末
・
遼
・
宋
・
金
・
元
の
多
角
形
墓
室
一
覧

壁
画

墓
名

所
在
地

年
代

室 数
主
室

形
状

建 材
奥
行

横
幅

全
高

壁
高

分
類

壁
高

÷
奥
行

壁
高

÷
横
幅

全
高

÷
奥
行

分
類

部
材
の

有
無

全
高
に

占
％

部
材
の

位
置

奥
壁

元
15

山
西
太
原
晋
源
区
明
太
原
県
城
元
代
壁
画
墓
M
7

山
西
省
太
原
市

至
元
元
年
(1
33

5年
)

六
角
形

塼
有

壁
部

元
16

山
西
医
科
大
学
汾
陽
学
院
墓
地
M
16

山
西
省
汾
陽
市

八
角
形

塼
有

壁
部

元
17

山
西
医
科
大
学
汾
陽
学
院
墓
地
M
23

山
西
省
汾
陽
市

八
角
形

塼
有

壁
部

元
18

山
西
汾
陽
東
竜
観
宋
金
M
18

山
西
省
汾
陽
市

八
角
形

塼
有

壁
部

元
19

山
西
汾
陽
東
竜
観
宋
金
M
28

山
西
省
汾
陽
市

八
角
形

塼
有

壁
部

元
20

山
西
汾
陽
東
竜
観
宋
金
M
29

山
西
省
汾
陽
市

八
角
形

塼
有

壁
部

元
21

山
西
汾
陽
東
竜
観
宋
金
M
30

山
西
省
汾
陽
市

八
角
形

塼
有

壁
部

元
22

山
西
汾
陽
東
竜
観
宋
金
M
31

山
西
省
汾
陽
市

六
角
形

塼
元
23

山
西
汾
陽
東
竜
観
宋
金
M
34

山
西
省
汾
陽
市

八
角
形

塼
有

壁
部

元
24

山
西
汾
陽
東
竜
観
宋
金
M
37

山
西
省
汾
陽
市

八
角
形

塼
有

壁
部

元
25

山
西
汾
陽
東
竜
観
宋
金
M
38

山
西
省
汾
陽
市

八
角
形

塼
有

壁
部

元
26

山
西
孝
義
下
吐
京
元
墓

山
西
省
孝
義
市

六
角
形

塼
有

壁
部

元
27

山
西
孝
義
梁
家
庄
元
墓

山
西
省
孝
義
市

八
角
形

塼
有

壁
部

元
28

山
西
洪
洞
西
孔
村
元
代
地
震
紀
年
墓

山
西
省
臨
汾
市

至
正
十
一
年
(1
35

1年
)

八
角
形

塼
有

壁
部

元
29

山
西
芮
城
永
楽
宮
旧
址
潘
徳
沖
墓

山
西
省
運
城
市

六
角
形

塼
元
30

陝
西
横
山
羅
圪
台
村
元
代
壁
画
墓

陝
西
省
楡
林
市

八
角
形

石
無

元
31

洛
陽
伊
川
元
墓
YM

4
河
南
省
洛
陽
市

八
角
形

塼
有

壁
部

※
5　

「
-」

は
調
査
報
告
の
文
中
に
記
載
が
な
く
、
か
つ
図
面
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
計
測
不
可
な
箇
所
。

※
6　

「
文
献
」
番
号
は
引
用
文
献
【
発
掘
報
告
】
に
対
応
。

※
1　

主
室
は
１
室
の
み
、
複
数
の
耳
室
が
付
属
す
る
。

※
3　

数
値
の
う
ち
（
　
）
は
筆
者
が
報
告
図
面
を
用
い
て
計
測
し
た
値
。

※
2　

各
「
分
類
」
項
目
の
詳
細
に
つ
い
て
は
図
1お

よ
び
第
2章

を
参
照
。

※
4　

灰
色
の
マ
ス
は
六
角
形
墓
室
を
示
す

平
面

形
状

墓
の
主
室
の
法
量

倣
木
構
造

文 献

墓
の
基
礎
情
報

主
室
の
立
面
形
状


